
宮
城
の
水
害
稲
わ
ら
を

岩
手
の
セ
メ
ン
ト
工
場
が
処
理

　
昨
年
10
月
12
日
に
上
陸
し
た
台
風
19
号
は
、

関
東
甲
信
や
東
北
に
記
録
的
な
大
雨
を
降
ら

せ
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

宮
城
県
北
部
の
米
ど
こ
ろ
、
大
崎
平
野
は
河

川
が
決
壊
し
て
水
浸
し
に
な
っ
た
。
稲
刈
り

直
後
で
、
田
ん
ぼ
に
干
し
た
稲
わ
ら
が
大
量

に
流
出
。
大
崎
市
だ
け
で
約
１
万
２
０
０
０

ト
ン
に
上
り
、
そ
の
半
分
ほ
ど
が
災
害
廃
棄

物
と
な
っ
た
。
焼
却
が
検
討
さ
れ
た
が
、
地

元
自
治
体
の
焼
却
施
設
は
、
あ
く
ま
で
生
活

ゴ
ミ
が
優
先
。
そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、

セ
メ
ン
ト
工
場
で
の
処
理
だ
っ
た
。
セ
メ
ン

ト
の
製
造
で
は
１
４
５
０
℃
も
の
高
温
で
原

料
を
焼
成
す
る
キ
ル
ン
（
回
転
窯
）
が
用
い
ら

れ
る
が
、
そ
の
と
き
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代

わ
り
と
し
て
稲
わ
ら
を
使
お
う
と
い
う
の
だ
。

宮
城
県
と
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
の
協
定

　
台
風
直
撃
の
４
カ
月
前
に
あ
た
る
昨
年
６

月
、
宮
城
県
は
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
と
「
包
括

連
携
協
定
」
を
締
結
し
て
い
た
。
岩
手
県
に

あ
る
同
社
の
大
船
渡
工
場
は
、
東
日
本
大
震

災
の
災
害
廃
棄
物
を
大
量
に
引
き
受
け
た
実

績
が
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
協
定
で
は
、

宮
城
県
と
同
社
が
連
携
・
協
力
し
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
し
て
、「
災
害
廃
棄
物
等
の
処

理
体
制
の
構
築
」
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
た
。

　
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
県
が
同
社
大
船
渡

工
場
へ
の
水
没
し
た
稲
わ
ら
の
受
け
入
れ
を

仲
介
。
焼
却
試
験
を
経
て
、
昨
年
12
月
か
ら

同
工
場
は
稲
わ
ら
の
処
理
を
始
め
た
。
月
１

２
０
０
ト
ン
の
ペ
ー
ス
で
、
今
年
２
月
ま
で

に
３
６
０
０
ト
ン
を
処
理
。
３
月
か
ら
は
受

け
入
れ
枠
を
拡
大
し
、
大
崎
市
に
近
い
石
巻

市
や
、
宮
城
県
南
部
で
大
き
な
被
害
が
出
た

丸
森
町
な
ど
新
た
に
９
市
町
か
ら
の
受
け
入

れ
も
開
始
。
来
年
３
月
末
ま
で
に
大
崎
市
分

を
含
め
て
約
２
万
３
０
０
０
ト
ン
を
処
理
す

る
予
定
だ
。
稲
わ
ら
は
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
燃
や
し
た
後
の
焼
却
灰
は

セ
メ
ン
ト
を
つ
く
る
副
原
料
と
し
て
も
活
用

で
き
る
。
被
災
地
の
早
期
復
旧
の
妨
げ
に
な

る
災
害
廃
棄
物
が
一
転
、
防
災
・
減
災
イ
ン

フ
ラ
に
役
立
つ
資
材
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
被

災
地
を
守
る
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

や
っ
か
い
な
水
没
畳
を

栃
木
の
地
元
工
場
で
迅
速
に
処
理

　
猛
烈
な
雨
が
特
徴
だ
っ
た
台
風
19
号
。
栃
木

県
佐
野
市
の
中
心
部
を
流
れ
る
秋
山
川
は
堤
防

が
決
壊
、
大
量
の
水
が
住
宅
街
を
襲
っ
た
。
浸

水
被
害
は
２
７
０
０
棟
に
及
び
、
膨
大
な
量
の

災
害
廃
棄
物
が
出
た
。
中
で
も
扱
い
に
困
っ
た

の
が
水
没
し
た
畳
で
あ
る
。
水
を
吸
っ
て
重
さ

が
増
し
、
運
搬
が
大
変
な
う
え
、
腐
敗
し
や
す

く
、
悪
臭
を
放
つ
。
さ
ら
に
発
酵
し
て
温
度
が

上
が
る
と
、
発
火
の
危
険
も
出
て
く
る
。
迅
速

な
処
理
が
求
め
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
佐
野
市
が
頼
り
に
し
た
の
が
、
同

市
の
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
栃
木
工
場
で
あ
る
。

同
工
場
も
浸
水
で
３
日
間
の
操
業
停
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、
再
開
直
後
の
10
月
23
日

か
ら
水
没
畳
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
。

セ
メ
ン
ト
工
場
で
廃
棄
物
を
再
資
源
化

　
ま
ず
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
大
型
破
砕
機
で

畳
を
「
１
次
破
砕
」。
そ
の
後
、
セ
メ
ン
ト
工

場
に
運
び
、
50
㎜
以
下
に
な
る
ま
で
「
２
次

破
砕
」
を
行
っ
た
が
、
繊
維
が
絡
ん
で
細
か

く
す
る
の
に
苦
労
し
た
。
そ
う
し
た
処
理
の

後
、
セ
メ
ン
ト
焼
成
用
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
活
用
し
た
の
で
あ
る
。
昨
年
末
ま
で
で

４
５
０
ト
ン
の
畳
を
処
理
。
枚
数
に
す
る
と

１
万
２
０
０
０
枚
を
超
す
と
い
う
。

　
実
は
栃
木
工
場
が
水
没
畳
を
処
理
す
る
の

は
、こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
。５
年
前
、

関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る
鬼
怒
川
の
堤
防
決

壊
で
、
隣
県
の
茨
城
県
常
総
市
で
生
じ
た
水

没
畳
約
１
８
０
ト
ン
を
処
理
し
た
実
績
が

あ
っ
た
の
だ
。

　
セ
メ
ン
ト
工
場
は
大
量
の
廃
棄
物
を
有
効

活
用
し
な
が
ら
、
自
ら
は
二
次
廃
棄
物
を
出

さ
ず
に
セ
メ
ン
ト
を
製
造
す
る
再
資
源
化
工

場
で
あ
る
。
こ
う
し
た
セ
メ
ン
ト
工
場
は
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
日
本
全
国
30
カ
所
に
広

く
分
布
す
る
。
地
域
で
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
は
、
地
元
自
治
体
と
連
携
し
て
各
工
場

が
被
災
地
の
早
期
復
旧
に
動
き
出
す
体
制
を

整
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
災
害
は
起
き
な
い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
セ
メ
ン
ト
産
業
の

備
え
は
頼
も
し
い
。

2019年
10月

台
風
19
号
の
場
合

太平洋セメント大船渡工場。東日本大震災で2基のキ
ルンも甚大な被害を受けたが、発生3カ月後には高台の
キルンで災害廃棄物処理を開始。海岸近くで冠水被害を
受けたキルンも年内に復旧し、災害廃棄物を処理した。
［写真提供］太平洋セメント

住友大阪セメント栃木工場。ふだんから様々な産業廃棄
物を活用している。1450℃もの高温のキルンで焼成、
有害物質は完全に分解され、二次廃棄物も出ない。
［写真提供］住友大阪セメント

宮城県大崎市古川西荒井地区の浸水状況。写真手前に流さ
れた稲わらが堆積しているのが見える。
［写真提供］大崎市

（左）流出した稲わらが大量に運び込まれた大崎市の集積場。
［写真提供］毎日新聞社

堤防決壊翌日の栃木県佐野市、渡良瀬川と秋山川の合流地
点の被災状況。広範囲に浸水しているのがわかる。
［撮影・写真提供］株式会社パスコ/国際航業株式会社

（右）仮置き場に集められた水没畳。腐敗や、発酵による発火
が懸念され、迅速な処理が必要だった。
［写真提供］住友大阪セメント

セメントの
セメントは防災・減災インフラの整備に欠かせない建設資材だが、
いざ災害発生時には、セメント工場がガレキ等の災害廃棄物を引き受け、
復興に貢献している。東日本大震災や熊本地震がその代表例だが、
昨秋の台風19号でも、被災地の早期復旧をセメント産業がサポートした。被災地を支援する 底力

災害廃棄物処理で
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物を活用している。1450℃もの高温のキルンで焼成、
有害物質は完全に分解され、二次廃棄物も出ない。
［写真提供］住友大阪セメント

宮城県大崎市古川西荒井地区の浸水状況。写真手前に流さ
れた稲わらが堆積しているのが見える。
［写真提供］大崎市

（左）流出した稲わらが大量に運び込まれた大崎市の集積場。
［写真提供］毎日新聞社

堤防決壊翌日の栃木県佐野市、渡良瀬川と秋山川の合流地
点の被災状況。広範囲に浸水しているのがわかる。
［撮影・写真提供］株式会社パスコ/国際航業株式会社

（右）仮置き場に集められた水没畳。腐敗や、発酵による発火
が懸念され、迅速な処理が必要だった。
［写真提供］住友大阪セメント

セメントの
セメントは防災・減災インフラの整備に欠かせない建設資材だが、
いざ災害発生時には、セメント工場がガレキ等の災害廃棄物を引き受け、
復興に貢献している。東日本大震災や熊本地震がその代表例だが、
昨秋の台風19号でも、被災地の早期復旧をセメント産業がサポートした。被災地を支援する 底力

災害廃棄物処理で
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